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　本会では、向こう５か年（令和５～９年度）の具体的な事業
展開や経営基盤の強化方策を示した第８次経営・活動計画を
作成しています。
　この計画では、第７次計画の基本理念及び経営理念を実現
するための４つの経営方針から、「活動方針」と「経営方針」の
２つに再整理し、その方針のもと、各推進項目を設定しています。
　この計画中、特に本会として部署横断的に連携・協働し、推
進する重点的取組を３つ設定していますが、今回はその１つ
である「市町村域における
災害時福祉支援活動の推
進」についてご紹介します。
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― 

本
会
等
の
現
状
・
考
え

○
大
規
模
災
害
時
の
取
組
と
し
て
、

平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
で
の
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
や
災
害
派

遣
福
祉
チ
ー
ム
活
動
（
以
下
、
「
Ｄ
Ｗ

Ａ
Ｔ
活
動
」
）
、
被
災
者
見
守
り
・
相

談
支
事
業
等
や
、
令
和
元
年
９
月
新

見
市
集
中
豪
雨
災
害
で
の
被
災
者
支

援
の
経
験
が
あ
り
ま
す
。

○
現
在
、
市
町
村
社
協
に
は
、
社
協

単
独
で
は
な
く
地
元
主
体
に
よ
る
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
復
興
支
援
セ
ン

タ
ー
の
設
置
・
運
営
や
、
被
災
者
の
生

活
再
建
に
向
け
た
支
援
活
動
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
従
来
型
（
片
付
等
が

中
心
）
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
の
イ
メ
ー
ジ
が
定
着
し
て
い
る
現

状
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

○
平
時
か
ら
、
災
害
福
祉
支
援
に
お

け
る
考
え
方
や
課
題
に
つ
い
て
、
行

政
と
共
有
し
、
災
害
時
の
福
祉
支
援

活
動
に
向
け
た
目
線
合
わ
せ
が
必
要

で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
経
験
知
は
あ
る
も

の
の
、
次
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
、

形
式
知
化
・
見
え
る
化
で
あ
っ
た
り
、

災
害
の
備
え
と
し
た
平
時
か
ら
の
取

組
は
、
ま
だ
ま
だ
十
分
で
は
な
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

― 

目
指
す
べ
き
姿

　

本
会
で
は
、
平
成
30
年
７
月
豪
雨

災
害
や
令
和
元
年
９
月
新
見
市
集

中
豪
雨
災
害
の
経
験
で
得
ら
れ
た

教
訓
や
課
題
を
も
と
に
、
向
こ
う

５
年
間
に
お
い
て
、
災
害
発
生
か

ら
日
常
生
活
に
戻
る
ま
で
切
れ
目

の
な
い
福
祉
的
支
援
が
行
え
る
こ

と
を
目
指
す
べ
き
姿
と
し
、
市
町
村

社
協
を
中
心
に
、
『
市
町
村
域
に
お

け
る
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
被
災

者
見
守
り
・
相
談
支
援
を
一
体
的

に
行
う
災
害
時
福
祉
支
援
活
動
を

推
進
』
し
て
い
き
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
左
記
の
大
き
く
４

つ
の
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

①
災
害
支
援
体
制
　
行
政
・
社
協
合
同

会
議
の
開
催

　

被
災
者
の
生
活
再
建
の
軸
で
あ
る
市

町
村
行
政
と
社
協
が
、
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
被
災
者
支
援
の
考
え
方
を
理

解
や
共
有
す
る
こ
と
で
、
災
害
時
福
祉

支
援
活
動
に
向
け

た
目
線
合
わ
せ
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

～
第
８
次
経
営
・
活
動
計
画

　
　
　
　
　
５
か
年
の
重
点
的
取
組
～

市
町
村
域
に
お
け
る

災
害
時
福
祉
支
援
活
動
の

推
進
に
つ
い
て

平成 30 年 7 月豪雨災害での災害ボランティアセンターの様子（倉敷市真備町）
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②
市
町
村
社
協
災
害
支
援
担
当
者
会
議

の
開
催

　

社
協
に
お
け
る
災
害
支
援
の
考
え
方

や
方
向
性
を
共
有
し
、
災
害
発
生
か
ら

日
常
生
活
に
戻
る
ま
で
、
被
災
者
の
生

活
再
建
に
向
け
た
支
援
活
動
の
理
解
を

促
進
し
ま
す
。

　

①
②
に
よ
っ
て
、
市
町
村
行
政
と
社

協
と
の
共
通
認
識
づ
く
り
が
図
ら
れ
連

携
が
進
み
、
被
災
者
の
生
活
再
建
に
向

け
た
体
制
構
築
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

③
災
害
時
に
お
け
る
協
働
の
仕
組
み
づ

く
り
の
構
築

　

地
域
に
あ
る
社
会
資
源
や
多
様
な
主

体
を
把
握
し
、
新
た
な
視
点
を
踏
ま
え

た
災
害
福
祉
支
援
が
展
開
で
き
る
協
働

の
仕
組
み
づ
く
り
の
構
築
に
向
け
て
進

め
て
い
き
ま
す
。

― 

全
国
的
な
動
き

　

近
年
、
災
害
時
の
支
援
活
動
は
、
家

屋
内
や
敷
地
内
片
付
け
等
が
中
心
で
あ

る
生
活
拠
点
の
回
復
か
ら
、
要
配
慮
者

支
援
や
在
宅
避
難
者
支
援
、
仮
設
住
宅

利
用
者
支
援
、
避
難
所
支
援
、
生
業
支

援
等
、
多
様
化（
拡
大
）し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
背
景
に
は
、
被
害
が
広
範

囲
化
、
激
甚
化
す
る
大
規
模
災
害
が
増

加
し
て
い
る
こ
と
も
一
つ
の
要
因
と
言

え
ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
発
生
前
か
ら
社
会
的
脆

弱
性
を
抱
え
て
い
る
人
々
は
、
被
災
し

た
こ
と
で
課
題
が
よ
り
深
刻
化
・
長
期

化
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

災
害
発
生
を
契
機
に
支
援
が
必
要
で
な

か
っ
た
人
が
困
窮
に
陥
っ
た
り
、
困
り

ご
と
を
抱
え
た
り
と
、
災
害
発
生
に
よ

り
支
援
が
必
要
な
人
が
増
大
し
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
被
災
地
域
に
あ
る
各

種
福
祉
施
設
や
相
談
機
関
等
は
、
事
業

所
本
体
や
従
事
者
が
被
災
す
る
こ
と
に

よ
り
、
そ
れ
ま
で
有
し
て
い
た
支
援
力

が
大
幅
に
減
退
す
る
こ
と
が
想
定
さ

れ
て
お
り
、
被
災
地
外
か
ら
被
災
者
支

援
に
駆
け
つ
け
る
福
祉
関
係
職
員
（
社

会
福
祉
協
議
会
や
社
会
福
祉
法
人
職
員
、

災
害
派
遣
福
祉
チ
ー
ム
等
）
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ

等
の
支
援
力
が
必
要
で
あ
り
重
要
に
な

り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
平
時
か
ら
災
害
時
に
行

政
や
多
様
な
関
係
機
関
等
と
の
連
携
・

協
働
の
推
進
や
受
援
体
制
の
構
築
等
を

都
道
府
県
域
に
お
い
て
推
進
し
、
災
害

福
祉
支
援
活
動
の
調
整
役
と
な
る
「
災

害
福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
設
置
、
も

し
く
は
セ
ン
タ
ー
の
役
割
や
機
能
の
必

要
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

平時の役割・機能
【関係づくり】

【人材育成】

【仕組みづくり】

※

災害発生時の役割・機能

※

都道府県災害福祉支援センターに求められる役割・機能

※都道府県センターの役割・機能に関しては、各地の実情に応じて選択をして
実施をしていくことになる。とくに個別避難計画策定や災害ケースマネジメン
トの仕組みづくりは、行政との関係により判断することが必要。

　

現
在
、
４
都
道
府
県
に
設
置
さ
れ
て

お
り
、
令
和
５
年
３
月
に
、
全
国
セ
ン

タ
ー
と
し
て
、
「
災
害
福
祉
支
援
セ
ン

タ
ー 

中
央
セ
ン
タ
ー
」
が
設
置
さ
れ

ま
し
た
。

④
市
町
村
域
に
お
け
る
災
害
福
祉
支
援

活
動
の
後
方
支
援
と
し
て
の
役
割
・
機

能
の
検
討

　

本
県
で
も
①
②
③
を
進
め
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
災
害
福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー

の
役
割
や
機
能
を
整
理
し
、
市
町
村
社

協
を
中
心
に
、
市
町
村
行
政
や
関
係
機

関
・
団
体
と
の
連
携
・
協
働
、
顔
の
見

え
る
関
係
づ
く
り
か
ら
支
援
を
つ
な
げ

る
関
係
構
築
に
取
り
組
み
、
次
な
る
災

害
の
備
え
と
し
て
、
災
害
福
祉
支
援
活

動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。
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こ
れ
ま
で
の
福
祉
制
度
・
政
策
と
、
人

び
と
の
生
活
そ
の
も
の
や
生
活
を
送
る
中

で
直
面
す
る
困
難
・
生
き
づ
ら
さ
の
多
様

性
・
複
雑
性
か
ら
表
れ
る
支
援
ニ
ー
ズ
と

の
間
に
ギ
ャ
ッ
プ
が
生
じ
て
き
た
こ
と
を

背
景
に
、
子
ど
も
・
障
が
い
者
・
高
齢
者
、

生
活
困
窮
者
と
い
っ
た
対
象
者
ご
と
の
支

援
か
ら
、
市
町
村
全
体
の
支
援
機
関
・
地

域
の
関
係
者
が
連
携
・
協
働
し
、
つ
な
が

り
続
け
る
支
援
体
制
を
構
築
す
る
（
包

括
的
支
援
体
制
）
こ
と
を
コ
ン
セ
プ
ト

に
、「
①
参
加
支
援
」、「
②
地
域
づ
く
り

に
向
け
た
支
援
」、「
③
属
性
を
問
わ
な

い
相
談
支
援
」
の
３
つ
の
支
援
を
一
体

的
に
実
施
す
る
も
の
で
す
。

「分野・領域・職域を超えた連携・
 協働により〝くらし〟をつくる」　

「
と
も
に
生
き
る
豊
か
な
地
域
社

会
」
を
め
ざ
し
た
地
域
福
祉
の
実
践

が
各
地
で
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
号
で
は
、
中
山
間
地
域
で
の
課

題
解
決
を
め
ざ
す
美
作
市
（
東
粟
倉

地
域
）
の
実
践
を
、「
重
層
的
支
援
体

制
整
備
事
業
」に
絡
め
て
紹
介
し
ま
す
。

  　

地
域
に
出
向
き
対
話
を
重
ね
る
な
か

で
、
移
動
販
売
の
回
数
が
増
え
、
移
動

販
売
の
立
寄
り
所
に
は
、
地
元
小
学
生

も
参
加
し
て
作
っ
た
「
ふ
れ
あ
い
ベ
ン

チ
」
が
完
成
。
こ
れ
ま
で
つ
な
が
り
の

な
か
っ
た
人
同
士
が
つ
な
が
っ
た
こ
と

で
、
犬
の
散
歩
代
行
サ
ー
ビ
ス
や
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
相
談
な
ど
、
ニ
ー
ズ
と
「
や

っ
て
み
た
い
」
が
マ
ッ
チ
ン
グ
し
た
新

た
な
取
り
組
み
も
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

分
野
・
領
域
・
職
域
を
超
え
た
連
携
・

協
働
に
社
協
が
主
体
的
に
踏
み
込
む
こ

と
で
、
事
業
の
枠
を
超
え
た
活
動
が
生

ま
れ
、
ま
た
新
た
な
人
の
つ
な
が
り
が

で
き
ま
す
。
人
を
つ
な
ぎ
続
け
る
先
に
、

め
ざ
す
べ
き
複
雑
化
・
複
合
化
し
た
ニ

ー
ズ
に
対
応
す
る
包
括
的
支
援
体
制
の

構
築
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
課
題
に
つ
い
て
、
住
民
や

関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
し
、
困
り
ご

と
を
抱
え
る
個
の
支
援
と
地
域
課
題
の

解
決
に
取
り
組
ん
で
き
た
美
作
市
社
会

福
祉
協
議
会
が
、
既
存
の
住
民
組
織
で

あ
る
東
粟
倉
地
域
自
治
振
興
協
議
会
や
、

複
数
の
障
害
者
就
労
支
援
事
業
所
（
福
）

等
と
連
携
し
、
互
い
の
機
能
や
専
門
性

を
活
か
し
つ
つ
、マ
ル
ナ
カ
美
作
店
（
商
）

と
の
新
た
な
協
働
の
な
か
で
チ
ー
ム
の

連
携
を
深
め
、
社
会
参
加
を
望
む
人
た

ち
が
活
躍
で
き
る
場
、
買
い
物
困
難
者
、

住
民
が
気
軽
に
相
談
で
き
る
環
境
を
一

体
的
に
支
援
す
る
仕
組
み
、『
招(

商)

福
連
携
に
よ
る
移
動
販
売
事
業
』
を
令

和
３
年
か
ら
実
践
し
て
い
ま
す
。

―
①
参
加
支
援

・
社
会
参
加
の
ニ
ー
ズ
を
持
つ
当
事
者

（
参
加
者
）
に
、
移
動
販
売
を
通
し
た
住

民
と
の
交
流
、
地
域
の
担
い
手
と
し
て

活
躍
で
き
る
場
（
写
真
下
）
の
提
供

―
②
地
域
づ
く
り
に
向
け
た
支
援

・
移
動
販
売
に
よ
る
買
い
物
支
援
（
写
真

上
）。
人
が
集
い
、
値
札
が
な
い
こ
と
か

ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
人
が
つ

な
が
る
交
流
）
も
生
ま
れ
る

―
③
属
性
を
問
わ
な
い
相
談
支
援

・
市
社
協
職
員
に
よ
る
出
前
相
談

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業

と
は
？

障害者就労支援事業所の生産品を預
かり、販売。参加者がスタッフとし
て、買い物に来た住民をサポート。

住民よりニーズのあった東粟倉地域、21拠
点に週２日出向き、買い物客を招く。生鮮食
料品など 400品目を店頭価格で販売する。 ※実践の詳細は、「月刊福祉 2023 4月号」にも紹介されました。

社会福祉法人美作市社会福祉協議会

個
の
困
り
ご
と
と
地
域
の
課
題

「
多
様
な
連
携
・
協
働
」
か
ら

美
作
市
社
会
福
祉
協
議
会

 

☎
：
０
８
６
８-

７
５-

２
６
２
２

◆ 

お
問
い
合
わ
せ
先

・
東
粟
倉
地
域
に
は
、
移
動
が
大
変

で
買
い
物
を
す
る
の
に
困
難
を
抱

え
る
人
が
多
く
い
る
な
か
で
、
地

域
内
に
商
店
が
１
軒
も
な
い
。

・
障
が
い
の
あ
る
人
や
生
き
づ
ら
さ

を
抱
え
る
人
の
、
社
会
と
つ
な
が

る
き
っ
か
け
、
場
が
少
な
い
。

事
業
実
践
の
経
緯

商
福
連
携
、３
つ
の
一体
的
支
援
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地
域
福
祉
部 　
地
域
支
援
班

 

☎
：
０
８
６-

２
２
６-

２
８
３
５

◆ 

お
問
い
合
わ
せ
先

日本国内でのボランティア活動中のケガや賠償責任を補償!!

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者

ボランティア行事用保険 福祉サービス総合補償送 迎 サ ービス 補 償

ボランティア活動保険

取扱代理店 株式会社福祉保険サービス

（傷害保険、国内旅行傷害保険特約付傷害保険、賠償責任保険） （傷害保険） （傷害保険、賠償責任保険、約定履行費用保険（オプション））

損害保険ジャパン株式会社 医療・福祉開発部 第二課
ＴＥＬ：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、年末年始を除きます。）

〈引受幹事
保険会社〉

（ふくしの保険ホームページ）

商品パンフレットは
コチラから

令和５年度

保険金額・年間保険料（１名あたり）保険金額・年間保険料（１名あたり）

ケ
ガ
の
補
償

年間保険料

賠
償
責
任

の
補
償

死亡保険金
基本プラン 天災・地震補償プラン

1,040万円
1,040万円（限度額）
6,500円
65,000円
32,500円

5億円（限度額）

後遺障害保険金
入院保険金日額

4,000円
補償開始日から10日以内は補償対象外（＊） 初日から補償

350円 500円

通院保険金日額
特定感染症

地震・噴火・津波による死傷
賠償責任保険金
（対人・対物共通）

入院中の手術
外来の手術

手術
保険金

保険金の種類
プラン

550円

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　
受付時間：平日の 9:30～17:30（土日・祝日、年末年始を除きます。）

●このご案内は概要を説明したものです。詳細は、「ボランティア活動保険パンフレット」にてご確認ください。●

この保険は、全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約です。

〈SJ22-12223より抜粋して作成〉

＜重 要＞
◆基本プランでは地震・噴火・津波に起因する死傷は補償されません。
◆特定感染症重点プランでは中途加入の場合でも補償開始日より特定
　感染症が補償対象となります。
◆年度途中でご加入される場合も上記の保険料となります。
◆中途脱退による保険料の返金はありません。
◆中途でボランティアの入替や、ご加入プランの変更はできません。
◆ご加入は、お1人につきいずれかのプラン1口のみとなります。

＊3月末までに契約手続きが完了し、前年度から継続して契約される場合は初日から補償します。

団体割引20％適用済／過去の損害率による割増適用

特定感染症重点プラン

　

本
会
で
は
、
平
成
30
年
7
月
豪
雨
災

害
の
際
岡
山
県
行
政
か
ら
の
受
託
事
業

と
し
て
、被
災
さ
れ
た
方
の
生
活
支
援
・

孤
立
防
止
の
た
め
に
、被
災
者
見
守
り
・

相
談
支
援
事
業
を
実
施
す
る
市
行
政
が

設
置
し
た
セ
ン
タ
ー
の
後
方
支
援
を
目

的
と
し
た
「
岡
山
県
く
ら
し
復
興
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
」（
以
下
、
く
ら
サ
ポ
）

を
開
設
し
ま
し
た
。

　

発
災
か
ら
4
か
月
後
と
な
る
11
月
に

応
急
仮
設
住
宅
へ
の
入
居
戸
数
が
ピ
ー

ク（
３
，４
１
５
戸
）を
む
か
え
ま
し
た
。

ま
た
、
中
に
は
、
被
災
時
に
住
ま
わ
れ

て
い
た
市
町
村
と
は
異
な
る
応
急
仮
設

住
宅
に
住
ま
わ
れ
る
世
帯
も
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
世
帯
は
、
住
ま
い
確
保
ま

で
の
間
、
応
急
仮
設
住
宅
で
生
活
を
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
生
活
環
境

の
変
化
に
よ
っ
て
、
心
身
機
能
、
家
族

関
係
、
社
会
的
な
つ
な
が
り
、
生
計
な

ど
に
、
大
き
な
影
響
が
生
じ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
影
響
に
よ
り
、
住
ま
い

の
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
日
々
の
生
活

の
こ
と
、
心
身
の
健
康
の
こ
と
、
就
労

の
こ
と
、
人
と
の
つ
な
が
り
の
こ
と
、

制
度
情
報
の
こ
と
、
お
金
の
こ
と
な
ど
、

一
人
ひ
と
り
異
な
る
支
援
が
必
要
と
な

り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
す
べ
て
市
の
セ
ン
タ
ー
で

対
応
が
で
き
る
わ
け
で
は
な
く
、
対
応

が
難
し
い
場
合
は
、
く
ら
サ
ポ
に
お
い

て
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
者
、
機
関
・
団
体

と
一
緒
に
市
行
政
・
市
の
セ
ン
タ
ー
と

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

力
を
あ
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
ま
で
、
く
ら
サ
ポ
で
は
、
お
互

い
を
知
り
あ
い
、
学
び
あ
い
、
目
線
を

あ
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
会
議

や
研
修
と
い
っ
た
場
を
つ
く
っ
て
き
ま

し
た
。

　

く
ら
サ
ポ
は
、
令
和
5
年
3
月
末
を

も
っ
て
終
了
し
ま
し
た
が
、
本
会
で
は
、

第
８
次
経
営
・
活
動
計
画
に
お
い
て
、

県
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
・
機
関
と
必

要
な
と
き
に
力
を
あ
わ
せ
て
市
町
村
社

協
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
、
く
ら
サ
ポ
の
取
組
か
ら
、
会
議

や
研
修
と
い
っ
た
事
業
を
展
開
し
て
い

き
ま
す
。（
P.2
～
P.3
参
照
）

被
災
者
支
援
の
取
組
に
つ
い
て

　　
　
～
く
ら
し
復
興
サ
ポ
ー
ト
Ｃ
の

　
　
　
　
　
取
組
か
ら
の
事
業
展
開
～
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〔
主
な
成
果
〕

◇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
、
テ
レ
ビ
会
議
と
併
用
の
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
方
式
に
て
理
事
会
及
び
評

議
員
会
を
開
催
し
、
決
議
事
項
に
対
し

て
慎
重
審
議
を
行
っ
た
。

◇
第
７
次
経
営
・
活
動
計
画
の
最
終
評

価
及
び
第
８
次
経
営
・
活
動
計
画
の
策

定
等
の
た
め
、
経
営
企
画
委
員
会
を
年

５
回
開
催
し
、
委
員
よ
り
多
角
的
な
視

点
で
意
見
を
い
た
だ
い
た
。

◇
特
定
社
会
福
祉
法
人
と
し
て
、
会
計

監
査
人
に
よ
る
監
査
や
内
部
監
査
を
実

施
し
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強
化
や
会
計
処

理
の
透
明
性
の
確
保
を
図
っ
た
。

◇
幹
部
会
議
と
中
堅
職
員
会
議
で
構
成

す
る
「
事
務
局
企
画
調
整
会
議
」
を
は

じ
め
、
事
務
局
内
に
部
署
横
断
検
討
班

と
担
当
者
会
議
を
設
置
し
た
。

◇
第
２
次
広
報
活
動
強
化
方
針
に
基
づ

き
、
年
４
回
の
機
関
紙
発
行
や
メ
ー
ル

マ
ガ
ジ
ン
配
信
に
よ
る
情
報
発
信
に
加

え
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

の
積
極
的
活
用
、
新
聞
等
メ
デ
ィ
ア
を

通
じ
た
Ｐ
Ｒ
活

動
に
取
り
組
む

な
ど
、
広
報
・

情
報
活
動
の
強

化
に
努
め
た
。

第７次岡山県社協経営・活動計画
「県民主体および県民参画を基本とした

福祉コミュニティづくり」
令和４年度事業報告・決算報告

経
営
方
針
１

組
織
「
組
織
の
実
行
力
」

経
営
方
針
２

活
動
「
地
域
の
福
祉
力
」

　
〔
主
な
成
果
〕

◇
災
害
派
遣
福
祉
チ
ー
ム
（
Ｄ
Ｗ
Ａ

Ｔ
）
の
運
営
に
向
け
て
、
岡
山
県
主
催

の
総
合
防
災
訓
練
に
参
画
し
、
保
健
・

医
療
分
野
へ
の
周
知
・
理
解
や
連
携
強

化
の
推
進
に
取
り
組
ん
だ
。

◇
社
会
福
祉
法
人
等
に
よ
る
地
域
公
益

活
動
推
進
体
制
づ
く
り
で
は
、
今
後
の

地
域
公
益
活
動
の
推
進
に
向
け
た
提
案

を
取
り
ま
と
め
、
社
協
と
社
会
福
祉
法
人

連
携
に
よ
る
市
町
村
域
に
お
け
る
取
組
の

方
向
性
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

◇
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
の
実
施

社
協
連
絡
会
議
や
支
援
関
係
者
等
研
修

会
に
お
い
て
、
コ
ロ
ナ
禍
で
顕
在
化
し

た
課
題
へ
の
対
応
を
踏
ま
え
、
ソ
ー

シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
重

要
性
や
視
点
等
に
つ
い
て
情
報
共
有
し
、

連
携
を
図
っ
た
。

◇
平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
の
被
災
者

支
援
に
お
い
て
、
く
ら
し
復
興
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
は
、
事
業
終
了
後
を
見
据
え

た
支
援
体
制
整
備
に
つ
い
て
働
き
か
け

る
と
と
も
に
、
県
域
が
取
り
組
む
べ
き
課

題
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

◇
地
域
生
活
定
着
促
進
事
業
に
お
い
て
、

各
関
係
機
関
と
の
連
携
の
も
と
支
援
対

象
者
の
自
立
生
活
に
向
け
た
業
務
推
進

を
図
っ
た
。
ま
た
、
保
護
観
察
所
等
と

　
第
７
次
岡
山
県
社
協
経
営
・
活

動
計
画
（
平
成
30
年
度
か
ら
の
５

か
年
計
画
）
の
最
終
年
度
と
な
る

令
和
４
年
度
は
５
年
間
の
総
括
を

行
う
と
と
も
に
、
次
期
計
画
の
策

定
に
向
け
た
準
備
を
進
め
た
。

　
国
・
県
か
ら
の
補
助
金
・
受
託

金
は
削
減
傾
向
に
あ
り
、
ま
た
、

会
員
数
も
伸
び
悩
む
な
ど
、
経
営

環
境
が
厳
し
さ
を
増
す
中
で
、
４

つ
の
経
営
方
針
の
諸
事
業
の
推
進

を
図
っ
た
結
果
、
一
定
の
成
果
を

あ
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

経営方針1
【組織】

組織の実行力
法人経営・運営組織の機能強化 90%

経営方針2
【活動】

地域の福祉力

多様な主体の参画による福祉のまちづくりの基盤整備
地域を基盤とした総合相談・生活支援体制の整備・促進
社会福祉法人等における福祉サービスの質の向上

85%
(86)

経営方針3
【人事・労務】
人材の創造力

人事・労務管理体制の充実強化 90%

経営方針4
【財務】

経営の自立力
財務基盤及び管理体制の整備 89%

【４つの経営方針及び推進目標達成率】　＜全体平均89（89）%＞

※上記事業達成率の（　）は、新型コロナウイルス感染症の拡大に伴う生活福祉資金特例貸付支援業務の
優先対応により中止した事業、または三密回避により中止した研修等を除いて算出した達成率である。
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　〔
主
な
成
果
〕

◇
年
度
研
修
計
画
の
策
定
や
研
修
参
加
、

上
司
と
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
通
し
て
、
職

員
の
資
質
向
上
に
努
め
た
。

◇
毎
週
水
曜
日
を
ノ
ー
残
業
デ
ー
に
設

定
し
、
職
員
の
心
身
の
健
康
維
持
・
増

進
、
家
庭
生
活
の
充
実
等
と
な
る
よ
う

取
り
組
ん
だ
。

　　〔
主
な
成
果
〕

◇
法
人
経
営
の
基
盤
強
化
を
図
る
た
め
、

資
金
管
理
会
議
に
お
い
て
各
種
積
立
金

の
運
用
方
法
を
協
議
し
た
。

◇
財
務
諸
表
等
の
情
報
開
示
を
は
じ
め
、

法
令
等
を
遵
守
し
た
適
正
な
財
務
・
税

務
処
理
を
行
っ
た
。

経
営
方
針
３

人
事
・
労
務
「
人
材
の
創
造
力
」

経
営
方
針
４

財
務
「
経
営
の
自
立
力
」

協
働
し
、
被
疑
者
等
支
援
業
務
の
支
援

を
実
施
し
た
。

◇
「
お
か
や
ま
☆
フ
ク
シ
・
カ
イ
ゴ
職

場
す
ま
い
る
宣
言
制
度
」
で
は
、
制
度

開
始
後
初
の
更
新
手
続
を
行
っ
た
。

法人資金収支計算書              法人事業活動計算書 
（自）令和 4 年 4 月 1 日 （至）令和 5 年 3 月 31 日         （自）令和 4 年 4 月 1 日 （至）令和 5 年 3 月 31 日 

（単位：円）                            （単位：円） 

会計並びに拠点区分名 収入決算額 支出決算額  会計並びに拠点区分名 収益決算額 費用決算額 

292,633,850,4 計会般一  3,373,477,377   442,021,538 989,051,200,1 計会般一

 社会福祉事業区分 459,662,168 404,309,107   社会福祉事業拠点区分 463,759,065 426,504,564 

 公益事業区分 3,586,932,791 2,957,229,430   592,487,693 980,892,625 業事益公 

 収益事業区分 11,741,333 11,938,840 
 

 583,138,11 538,390,21 業事益収 

生活福祉資金会計 9,764,443,073 1,521,825,330 生活福祉資金会計 8,220,471,923 8,433,437,391 

要保護世帯向け不動産担保型

生活資金会計 
89,322,048 17,845,765 

 

要保護世帯向け不動産担保型

生活資金会計 
4,613,893 4,613,893 

生活福祉資金貸付事務費会計 4,649,750,542 335,575,983 生活福祉資金貸付事務費会計 4,654,348,036 348,889,217 

臨時特例つなぎ資金会計 354,356 550  臨時特例つなぎ資金会計 △54,335,644 100,550 

※収入決算額には、前期末支払資金残高を含む。内部取引消去前の金額を示す。   ※収益決算額には、前期繰越活動増減差額、国庫補助金等特別積立金取崩額、その

他の積立金取崩額を含み、費用決算額には、その他の積立金積立額を含む。 

 

一般会計貸借対照表            特別会計貸借対照表（4 会計合算） 
令和 5 年 3 月 31 日現在                                  令和 5 年 3 月 31 日現在 

（単位：円）                            （単位：円） 

勘定科目 金  額 勘定科目 金  額  勘定科目 金  額 勘定科目 金  額 

資産の部   部の債負 資産の部 負債の部 

流動資産 708,823,533 流動負債 40,781,947  流動資産 12,643,946,848 流動負債 15,324,457 

固定資産 18,375,435,755 固定負債 16,242,637,744  固定資産 21,052,346,852 固定負債 45,036,471 

基本財産 30,000,000 負債の部合計 16,283,419,691 

 

その他の固定資産 21,052,346,852 負債の部合計 60,360,928 

 その他の固定資産 18,345,435,755 純資産の部 

   

純資産の部 

  

国庫補助金等特

別積立金 
1,045,765,638 

国庫補助金等特

別積立金 
29,240,078,408 

その他の積立金 1,588,043,214 

 

その他の積立金 357,797,207 

次期繰越活動

増減差額 
（うち当期活動増減差額） 

167,030,745 
(△65,303,083) 

次期繰越活動

増減差額 
（うち当期活動増減差額）

4,038,057,157 

(△5,233,593,609) 

純資産の部合計 2,800,839,597  純資産の部合計 33,635,932,772 

資産の部合計 19,084,259,288 負債及び純資産の部合計 19,084,259,288  資産の部合計 33,696,293,700 負債及び純資産の部合計 33,696,293,700 

※流動資産には、商品・製品額を含み、流動負債には、賞与引当金を含む。 
 

閲覧可能 
事業報告書、決算書は、本会ホームページ（http://www.fukushiokayama.or.jp/）または本会事務所において閲覧することができます。 

【お問い合わせ先】 岡山県社会福祉協議会 総務企画部（TEL.086-226-2822） 

 

令和４年度　一般会計・特別会計の決算報告
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◆ 

苦
情
の
申
出
・
ご
相
談
は

　

 

岡
山
県
運
営
適
正
化
委
員
会

　

 

☎
０
８
６
ー
２
２
６
ー
９
４
０
０

　
令
和
5
年
6
月
28
日
に
開
催
さ
れ
た

令
和
5
年
度
定
時
評
議
員
会
に
お
い
て

新
役
員
が
選
任
さ
れ
、
同
日
開
催
の
理

事
会
に
お
い
て
正
副
会
長
等
が
選
任
さ

れ
ま
し
た
の
で
、お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

岡
山
県
社
会
福
祉
協
議
会　

役
員
就
任
の
お
知
ら
せ

　
岡
山
県
運
営
適
正
化
委
員
会
で
は
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
等
か
ら
の
苦

情
・
相
談
を
受
け
付
け
、
解
決
に
向
け

て
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
に
本
会
で
受
け
付
け
た

福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
苦
情
件
数
は

82
件
（
令
和
３
年
度
67
件
）、
苦
情
に

満
た
な
い
相
談
件
数
は
45
件
（
令
和
３

年
度
55
件
）
と
な
っ
て
お
り
、
苦
情
は

増
加
し
て
い
ま
す
。

　
苦
情
受
付
の
サ
ー
ビ
ス
種
別
は
、
障

害
者
関
係
が
43
件
と
約
半
数
を
占
め
て

お
り
、
続
い
て
、
高
齢
関
係
18
件
、
児

童
関
係
11
件
、
そ
の
他
10
件
で
し
た
。

　
苦
情
内
容
と
し
て
は
、
職
員
の
接
遇

や
サ
ー
ビ
ス
の
質
や
量
に
関
す
る
も
の

が
半
数
以
上
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
説

明
・
情
報
提
供
に
関
す
る
苦
情
も
増
え

て
き
て
い
ま
す
。

令
和
４
年
度
福
祉
サ
ー
ビ
ス

に
関
す
る
苦
情
・
相
談
状
況

   

岡
山
県
運
営
適
正
化
委
員
会

  

  
  
  
  

  
        

お見積り、事故のご相談、すべて無料！ 

お気軽にご連絡下さい。 
  
                                                                                                                                            
岡岡山山県県支支部部  
〒〒770000--00992277岡岡山山市市北北区区西西古古松松 223377--112266  松松本本ビビルル３３FF  

TTEELL008866--224466--33335555  FFAAXX008866--224466--33337755  

【本部】福岡市博多区東比恵２－１５－２５  
        TEL：092-441-5901  

NJ730.2103.0213.999999 
 

役　名 氏　名 所　属

≪敬称略・令和5年6月28日現在≫

会　長

副会長

常務理事

監　事

理　事

（定数）理事：14名以上18名以内　監事：2名
（任期）令和7年度開催の定時評議員会の終結の時まで（概ね2年）

足 羽 憲 治
内 田 通 子

赤 畠 耕一路
髙 山 科 子
水 田 健 一
中 桐　 泰
坂 手 宏 次
山 野 通 彦
藤 田　 勉
安 田 泰 治
江 草 明 彦
松 山 正 春
石 原 達 也
中 川 初 美
服 部 剛 司
福 原 文 徳
小 林 大 輔
木 村 俊 之

学識経験者
（社福）岡山市社会福祉協議会
（社福）誠和
岡山県民生委員児童委員協議会
学識経験者
（社福）倉敷市社会福祉協議会
（社福）津山市社会福祉協議会
（社福）岡山県共同募金会
（公財）岡山県身体障害者福祉連合会
（公財）岡山県老人クラブ連合会
（社福）山陽新聞社会事業団
（公社）岡山県医師会
（NPO）岡山NPOセンター
（一社）岡山県婦人協議会
（社福）吉備のくに福祉会
（社福）日本原荘
（社福）勝明福祉会
岡山県子ども・福祉部次長

平 松 卓 雄

児 島 正 典

元岡山県社会福祉協議会 常務理事
（社会福祉事業についての識見者）
公認会計士・税理士
（財務管理についての識見者）
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日
常
生
活
に
役
立
つ
介
護
の
知
識
や

介
護
の
業
務
に
携
わ
る
う
え
で
知
っ
て

お
く
べ
き
基
本
的
な
技
術
を
学
べ
る
研

修
で
す
。
お
住
ま
い
の
ま
ち
や
近
く
の

地
域
で
受
講
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
対
　
　 

象
】
介
護
未
経
験
者
で
介
護
に

関
心
が
あ
る
方
（
福
祉
職
場
入
職
1
年

未
満
の
方
（
中
途
採
用
者
等
）、
介
護
の

仕
事
を
検
討
し
て
い
る
方
、
定
年
等
に

よ
り
退
職
予
定
の
方
な
ど
）

【
会
場
・
日
程
】

●
瀬
戸
内
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
あ
じ
さ
い
の
お

か
牛
窓
／
8
月
24
日
（
木
）、
31
（
木
）、

9
月
1
日（
金
）、5
日（
火
）、9
日（
土
）

●
津
山
市
総
合
福
祉
会
館
／
9
月
15

日
（
金
）、
21
日
（
木
）、
22
日
（
金
）、

28
日
（
木
）、
30
日
（
土
）

【
参
加
方
法
】 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
申
込

フ
ォ
ー
ム
も
し
く
は
参
加
申
込
書
に
必

要
事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、
福
祉
人
材

セ
ン
タ
ー
ま
で
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

（
０
８
６-

２
２
６-

３
５
５
７
）
に
て

ご
提
出
く
だ
さ
い
。

※
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
申
込
書
等
は
福
祉

人
材
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

介
護
の
入
門
的
研
修

　
　
　

受
講
者
募
集
中
！

◆ 

お
問
い
合
わ
せ
先

　

 

岡
山
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

　

 

☎
０
８
６
ー
２
２
６
ー
２
８
８
８ 

◆ 

お
問
い
合
わ
せ
先

　

 

岡
山
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

　

 

☎
０
８
６
ー
２
２
６
ー
３
５
０
７ 

　
岡
山
県
福
祉
・
介
護
人
材
確
保
対
策

推
進
協
議
会
で
は
、
Ｏ
ｋ
ａ
ｙ
ａ
ｍ
ａ
福

祉
・
介
護
魅
力
発
信
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

し
て
、
小
中
高
生
・
保
護
者
、
学
校
関

係
者
等
に
対
し
、
福
祉
・
介
護
の
仕
事

の
魅
力
を
正
確
に
伝
え
る
こ
と
を
目
的

に
「
Ｏ
ｋ
ａ
ｙ
ａ
ｍ
ａ
福
祉
・
介
護
フ
ェ

ス
２
０
２
３
」
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
を
開
設

し
、
様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
し
て

お
り
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
す
ま
い
る
宣
言
法
人
広

報
部
「
ｔ
ｅ
ａ
ｍ 

ｓ
ｍ
ｉ
ｌ
ｅ
」
を
結
成

し
、
若
手
の
介
護
職
員
が
福
祉
・
介
護

職
の
魅
力
を
イ
ベ
ン
ト
等
で
発
信
し
て

い
ま
す
。

■
ラ
ジ
オ
番
組
「
萌
乃
の
ｓ
ｍ
ｉ
ｌ
ｅ 

ｒ
ａ
ｄ
ｉ
ｏ
」
は
、
毎
月
第
２
土
曜
日

に
放
送
し
て
い
ま
す
。
Ｏ
ｋ
ａ
ｙ
ａ
ｍ
ａ

福
祉
・
介
護
魅
力
発
信
ア
ン
バ
サ
ダ
ー

萌
乃
さ
ん
と
す
ま
い
る
宣
言
法
人
職
員

の
皆
さ
ん
と
の
ト
ー
ク
や
最
新
情
報
を

お
届
け
し
て
い
ま
す
。
公
式
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ

ｕ
ｂ
ｅ
で
は
、
ラ
ジ
オ
番
組
の
裏
側
や

メ
イ
キ
ン
グ
公
開
中
。

【
Ｏ
ｋ
ａ
ｙ
ａ
ｍ
ａ
福
祉
・
介
護

フ
ェ
ス
２
０
２
３
】 (

ラ
ジ
オ
番

組
・
川
柳
募
集
に
つ
い
て
）

■
第
4
回
　
11
月
11
日
介
護
の
日
岡
山

川
柳
募
集
で
は
、
福
祉
・
介
護
に
対
す

る
興
味
や
認
識
を
深
め
、
福
祉
・
介
護

を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目

的
に
、
川
柳
を
募
集
し
ま
す
。

　
テ
ー
マ
「
笑
顔
」「
介
護
に
関
す
る
こ

と
」
川
柳
募
集
の
受
付
は
８
月
31
日
ま

で
。
入
賞
作
品
の
発
表
は
11
月
介
護
の

日
イ
ベ
ン
ト
内
で
発
表
し
ま
す
。
み
な
さ

ま
の
ご
応
募
を
お
ま
ち
し
て
お
り
ま
す
。

応
募
方
法
等
詳
細
は
、
岡
山
県
福
祉
人
材

セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
介
護
の
日
イ
ベ
ン
ト
開
催

　
11
月
19
日(

日)

岡
山
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
に
て
、
介
護
の
日
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
ま
す
。

　
ラ
ジ
オ
番
組
「
萌
乃
の
ｓ
ｍ
ｉ
ｌ
ｅ 

ｒ
ａ
ｄ
ｉ
ｏ
」
の
公
開
収
録
や
若
手
の

介
護
職
員
と
学
生
が
モ
デ
ル
と
な
り
撮

影
し
た
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
作
品
を
展
示
す

る
「
Ｋ
Ａ
ｉ
Ｇ
Ｏ 
Ｐ
Ｒ
ｉ
Ｄ
Ｅ 

ｉ
ｎ 

Ｏ

ｋ
ａ
ｙ
ａ
ｍ
ａ
写
真
展
」、
福
祉
・
介
護
魅

力
発
信
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
、
体
験
型
イ
ベ

ン
ト
等
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
最
新
情
報
は
、
岡
山
県
福
祉
人
材
セ

ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

https://jinzai.fukushiokayam
a.

or.jp/

     

 

 



県 社 協 ＮＥＷＳ赤い羽根共同募金

岡山県社会福祉協議会 2023 Summer 10

令和５年度 福祉従事者研修計画一覧（8月以降開催分）

事業名 開催日 開催場所(方法)
キャリアパス対応生涯研修課程
【中堅職員】 8月24日・25日 きらめきプラザ

キャリアパス対応生涯研修課程
【チームリーダー】 10月17日・18日 きらめきプラザ

キャリアパス対応生涯研修課程
【管理職員】 11月15日・16日 きらめきプラザ

中堅職員重点テーマ強化研修  9月7日 きらめきプラザ

チームリーダー重点テーマ強化研修 9月22日 きらめきプラザ

リスクマネジメント研修 10月4日 きらめきプラザ

管理職員重点テーマ強化研修 10月20日 きらめきプラザ

BCP（業務継続計画）策定支援研修 11月2日 きらめきプラザ

苦情解決研修 11月～12月 きらめきプラザ

人事・労務管理実務研修 11月7日 きらめきプラザ

メンタルヘルス推進担当者研修 11月17日 きらめきプラザ

業務改善研修 11月22日 きらめきプラザ

ストレスマネジメント研修

岡山県社会福祉協議会　福祉人材支援班
TEL 086-226-2888

12月12日 きらめきプラザ

事業名 開催日 開催場所(方法)
認知症介護実践研修
（実践者研修）

7月～10月
（6日間×2日程） きらめきプラザ

認知症対応型サービス事業
開設者研修 9月3日 きらめきプラザ

認知症対応型サービス事業
管理者研修

①9月26日・27日
②11月28日･29日
③2月6日・7日

きらめきプラザ

小規模多機能型サービス等
計画作成担当者研修 10月24日・25日 きらめきプラザ

実務）R6年1月～5月
（14日間）
更新（未）・再）
R6年1月～3月（9日間）

オンライン
＋きらめきプラザ

介護支援専門員実務・更新
（未経験者向け）・再研修 

介護の入門的研修 〔岡山会場〕8月
〔瀬戸内会場〕8-9月
〔津山会場〕9月
〔倉敷会場〕10月

（5日間×4会場）

〔岡山会場〕
　きらめきプラザ
〔瀬戸内会場〕
　瀬戸内市総合福祉
　センター/（特養）
　あじさいのおか牛窓
〔津山会場〕
　津山市総合福祉会館
〔倉敷会場〕
　倉敷商工会議所

詳細はホームページをご覧ください。

※各会場最終日に「福祉の   
仕事 地域のミニ就職相談
会」を実施します。

岡山会場　　8月26日（土）
瀬戸内会場　9月  9日（土）
津山会場　　9月30日（土）
倉敷会場　 10月29日（日）

開催日・開催方法等が変更される場合がありますので、詳細は岡山県
社会福祉協議会ホームページでご確認ください。

お問い合わせ先

楽しく、心地よく働ける介護職のお仕事を探します。 医療・福祉専門職 人材紹介・派遣事業 株式会社リスコ

医療・福祉専門職 人材紹介・派遣事業 株式会社リスコ
  〒700-0985 岡山市北区厚生町3-1-15 岡山商工会議所ビル8階
【厚生労働省許可番号】紹介（33-ユ-300017） 派遣（派33-300044）

0120-235-565
電話受付／平日9：00～18：00  https:// www.risuco.com

◆ 

お
問
い
合
わ
せ
先

　

 

岡
山
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

　

 

☎
０
８
６
ー
２
２
６
ー
２
８
８
８ 

　
岡
山
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
県
内

の
高
校
生
を
対
象
に
「
福
祉
職
場
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
」
を
実
施
し
ま
す
。
希
望
の
福
祉

施
設
・
事
業
所
で
職
員
の
方
に
密
着
し
な

が
ら
、
実
際
の
お
仕
事
が
体
験
で
き
ま
す
。

【
対
　
　 

象
】

　
岡
山
県
内
に
在
住
ま
た
は
県
内
の
高

校
に
在
学
中
の
高
校
生

【
実
施
期
間
】

　
７
月
22
日
～
8
月
31
日
の
全
日
、
9

～
12
月
は
土
曜
、
日
曜
、
祝
日
に
開
催

◎
上
記
期
間
内
で
1
～
3
日
間
を
選
べ

ま
す
。
基
本
的
に
月
を
ま
た
い
で
の
体

験
は
で
き
ま
せ
ん
。

【
体
験
施
設
】

　
県
内
の
１
２
２
施
設
・
事
業
所

【
参
加
方
法
】 

　
参
加
申
込
書
に
必
要
事
項
を
ご
記
入

の
う
え
、
岡
山
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

ま
で
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
８
６-

２
２
６-

３
５
５
７
）
し
て
く
だ
さ
い
。

※
受
入
施
設
・
事
業
所
情
報
・
参
加
申

込
書
等
は
岡
山
県
福
祉
人

材
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

福
祉
職
場
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
の
ご
案
内
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岡山県共同募金会

　当園の園舎は老朽化が目立つ状態で、塗装面が剥がれ落ちるな
ど安全面に懸念がある状態でした。そこで今回、赤い羽根共同募
金の助成金を頂戴し、園舎外壁塗装及び改修工事を行いました。
　工事期間中、子どもたちは作業の様子を眺め、作業車が動くと
歓声を上げたり、絵をかいたり、作業者の方に手を振ったりと、
子どもたちならではの豊かな感覚で作業期間を過ごしました。
　工事が終わってピカピカの園舎に子どもたちは大喜びです。共
同募金に善意をお寄せいただいた皆様に心より感謝申し上げます。

　本会では、難病フォーラムやウォーキングキャンペーンを行ってお
り、今回のウォーキングキャンペーンは約 130 名の参加がありました。
　難病患者と一般の方がフォーラムで様々なことを共に学んだり、一
緒に歩いたりすることによって、難病について少し知って理解してい
ただけたと感じました。
　小さな活動ではありますが、事業を継続していくためにも、共同募
金の助成金を大切に活用させていただいています。ご支援をいただき
本当にありがとうございました。

ありがとうメッセージ（令和 4 年度助成事業）

保育園の修 繕［高野保育園（津山市）］

難病啓発活動［岡山県難病団体連絡協議会（岡山市）］

今年も１０月１日から全国一斉に共同募金運動を
展開いたします。
皆さまのご協力をよろしくお願いいたします。

この町で集まった募金は、この町の困ったことのた
めに使われます。
子育て支援や高齢者の配食支援に使われたり、災害
支援や地域の見守りパトロールなど、支援する人を
サポートする資金として使われています。
支えたり、支えられたり。赤い羽根共同募金は、そ
の町の貯金箱のように使ってもらうもの。
そこが、『じぶんの町を良くするしくみ』なのですね。

　赤い羽根共同募金運動は、「じぶんの町を良くするし
くみ。」として、皆さんが暮らしている地域の福祉活動
に必要な資金を集める民間の募金運動です。
　お寄せいただいた寄付金は、地域福祉活動や福祉施設
の備品整備、福祉団体やＮＰＯ法人等の活動費として活
用されています。

園児の描いた塗装工事の様子

難病フォーラムの様子
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本
機
関
紙
の
講
読
料
は
、
岡
山
県
社
会
福
祉

協
議
会
の
年
会
費
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

機関紙「岡山県社会福祉」への
ご意見・ご感想をお寄せください！

機関紙へのご意見・ご感想、住所、氏名、年齢をご記入の上、下記までお送りください。
■郵　送：〒700-0807　岡山市北区南方２丁目13-1　きらめきプラザ３階
　　　　岡山県社会福祉協議会　広報班
■ＦＡＸ：０８６－２２７－３５６６　まで

なお、当選の発表は
商品の発送をもってかえさせて

いただきます。

ご意見・ご感想をいただいた方の中から３名様にももるんじゃーグッズをプレゼントします。

弘西こども園弘西こども園

保育教諭　梅山 綾奈 さん

―子どもたちと毎日成長していく―

―
現
在
の
仕
事
内
容
に
つ
い
て
教

え
て
く
だ
さ
い

　

今
は
3
歳
児
ク
ラ
ス
を
担
当
し
て
い
ま

す
。
午
前
中
は
し
っ
か
り
活
動
し
、
午
後

は
休
息
と
自
由
に
遊
ぶ
時
間
と
な
っ
て
い

ま
す
。
3
歳
児
は
体
を
動
か
す
活
動
が
好

き
な
た
め
、
な
る
べ
く
体
を
使
っ
た
遊
び

を
多
く
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
現
在
3
歳

児
ク
ラ
ス
は
3
人
の
職
員
で
担
任
を
し
て

お
り
、
子
ど
も
た
ち
を
活
動
さ
せ
る
担

当
、
そ
の
補
助
を
す
る
担
当
、
環
境
整
備

の
担
当
と
い
っ
た
役
割
分
担
を
し
て
い
ま

す
。
私
は
そ
の
中
で
も
子
ど
も
た
ち
を
活

動
さ
せ
る
担
当
が
多
い
で
す
。
今
の
時
期

は
水
遊
び
や
プ
ー
ル
で
遊
ぶ
こ
と
が
多
い

で
す
が
、
次
の
遊
び
に
上
手
に
誘
い
な
が

ら
、
入
れ
替
え
を
し
つ
つ
全
員
が
均
等
に

水
遊
び
や
プ
ー
ル
遊
び
に
参
加
で
き
る
よ

う
に
気
を
配
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

が
楽
し
め
る
よ
う
旬
の
遊
び
を
試
行
錯
誤

し
て
い
ま
す
。

―
印
象
に
残
っ
て
い
る
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　

3
歳
児
ク
ラ
ス
に
新
し
く
入
園
し
て
き

た
子
が
友
達
の
輪
に
入
れ
ず
、
毎
日
遊
ん

で
は
い
た
け
れ
ど
、
こ
ど
も
園
に
行
き
た

く
な
い
と
言
っ
て
い
る
と
保
護
者
か
ら
聞

き
ま
し
た
。
給
食
が
特
に
嫌
な
よ
う
で
、

白
ご
飯
だ
け
が
唯
一
食
べ
る
こ
と
が
で
き

た
た
め
、
あ
る
日
、「
白
ご
飯
だ
け
で
い

い
よ
。
あ
と
は
食
べ
な
く
て
も
い
い
よ
。」

と
伝
え
ま
し
た
。
そ
の
一
言
が
子
ど
も
に

と
っ
て
良
か
っ
た
よ
う
で
、
翌
日
か
ら
こ

ど
も
園
が
楽
し
み
と
言
い
、
笑
顔
で
登
園

し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
保
護
者
か

ら
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
今

ま
で
食
べ
な
か
っ
た
野
菜
や
肉
も
一
口
ず

つ
食
べ
て
、
完
食
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な

り
、
こ
ど
も
園
で
の
生
活
も
順
調
に
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
に
か
け
る
一
言
で
良
い
方
向
に

い
く
こ
と
も
、
悪
い
方
向
に
も
い
く
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
へ
の
言
葉
が
け
に

は
責
任
を
も
っ
て
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
で
す
し
、
子
ど
も
の
様
子
を
日
々
注
意

深
く
見
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。

―
今
後
に
つ
い
て

　

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
遊
び
を
楽
し
む

こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
が

楽
し
ん
で
い
る
姿
に
子
ど
も
た
ち
は
集
ま

っ
て
来
て
く
れ
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
そ

こ
は
し
っ
か
り
意
識
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

ま
た
今
後
は
、
一
人
ひ
と
り
を
し
っ
か

り
見
て
、
表
情
や
態
度
か
ら
声
か
け
や
気

配
り
が
で
き
る
保
育
教
諭
に
な
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】　

社
会
福
祉
法
人
な
か
よ
し
会

幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園

弘
西
こ
ど
も
園

　
：
岡
山
市
北
区
弓
之
町
９
ー
２　
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